
結
婚
式
場
と
し
て
人
気
が
あ
る

「
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
パ
ル
コ
・
ア
ル
ジ

ェ
ン
ト
」（
福
山
市
東
深
津
町
３
｜
14

｜
１
、
電
０
８
４
・
９
２
４
・
１
１

０
１
）
は
こ
の
た
び
、
歓
送
迎
会
な

ど
に
最
適
の
、
多
彩
な
パ
ー
テ
ィ
ー

プ
ラ
ン
＝
ポ
ス
タ
ー
＝
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。

和
洋
卓
盛
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
は
、
造

里
、
寿
司
、
焼
き
物
、
揚
げ
物
な
ど

と
洋
食
を
大
皿
で
取
り
分
け
る
。
３

５
０
０
円（
８
品
）、４
５
０
０
円（
10

品
）、
５
５
０
０
円
（
10
品
）

の
各
コ
ー
ス
が
あ
る
。

和
洋
折
衷
懐
石
コ
ー
ス

は
、懐
石
仕
立
て
の
豪
華
な

特
別
料
理
。
和
食
、
洋
食
と

も
に
最
高
級
の
素
材
を
使

っ
て
い
る
と
い
う
。５
千
円

か
ら
。
ほ
か
に
、
厳
選
し
た

旬
の
素
材
を
中
心
に
、和
洋

中
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
メ
ニ
ュ

ー
を
準
備
し
た
バ
イ
キ
ン
グ
ビ
ュ

ッ
フ
ェ
は
３
５
０
０
円
か
ら
。

飲
み
放
題
ド
リ
ン
ク
プ
ラ
ン
は

１
５
０
０
円
。
プ
ラ
ス
５
０
０
円
で

ワ
イ
ン
、
カ
ク
テ
ル
、
ノ
ン
ア
ル
コ

ー
ル
カ
ク
テ
ル
が
追
加
で
き
る
。
10

人
以
上
の
場
合
は
無
料
送
迎
を
し

て
く
れ
る
。

木
工
芸
品
製

作
販
売
の
特
定

非
営
利
活
動
法

人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）玄

森
会「
遠
行（
お

ん
ぎ
ょ
う
）
工

房
」（
福
山
市
加

茂
町
下
加
茂
６

６
９
｜
１
、電
０

８
４
・
９
７
０

・
２
３
５
０
）

は
こ
の
た
び
、

広
島
東
洋
カ
ー

プ
「
カ
ー
プ
坊

や
」
と
絵
本
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ノ

ン
タ
ン
」
の
商
標
使
用
契
約
を
結

び
、
木
製
品
の
製
造
、
販
売
を
始
め

た
＝
ポ
ス
タ
ー
。

カ
ー
プ
坊
や
、ノ
ン
タ
ン
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
使
っ
た
商
品
は
木
製
の
カ

ス
タ
ネ
ッ
ト
と
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
。

ノ
ン
タ
ン
の
商
品
は
出
版
元
の

偕
成
社
の
呼
び
か
け
で
１
月
下
旬

に
東
京
銀
座
「
松
屋
」
で
販
売
さ
れ

た
。
受
注
を
開
始
し
て
福
山
市
内
外

の
業
者
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

順
調
に
出
荷
し
て
い
る
と
い
う
。

遠
行
工
房
は
指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
と
し
て
、
天
然
木
を

使
っ
た
、積
木
、ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
普
段
か
ら
製

作
し
て
い
る
。

▽
福
山
駅
周
辺
の
活
性
化

福
山

市
は
福
山
駅
周
辺
地
区
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
関
す
る
検
討
委
員

会
の
最
終
会
合
を
２
月
20
日
、
福
山

ロ
ッ
ツ
で
開
き
基
本
方
針
を
ま
と

め
た
。
に
ぎ
わ
い
創
出
、
子
育
て
世

代
や
高
齢
者
に
対
応
し
た
環
境
、
新

た
な
生
活
文
化
の
創
造
、
各
地
域
を

つ
な
ぐ
拠
点
｜
の
４
点
を
目
標

に
掲
げ
、
駅
南
側
で
は
商
業
施
設
の

連
携
を
図
る
。
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福
山
市
の
市
債
残
高
は
平
成
22

年
度
末
で
３
３
１
６
億
円
あ
る
。
市

役
所
の
会
計
制
度
は
単
式
簿
記
だ

が
、
仮
に
貸
借
対
照
表
を
想
定
す
れ

ば
、こ
の「
負
債
」は
何
ら
か
の「
資

産
」
と
対
応
し
て
い
る
は
ず
だ
。
そ

こ
で
福
山
市
の
市
債
残
高
の
内
訳

を
見
る
と
、
最
も
多
い
の
が
下
水
道

事
業
債
で
１
１
０
６
億
円
も
あ
り
、

市
債
の
33
％
を
占
め
る
。
私
は
こ
の

借
入
金
に
よ
り
整
備
し
た
下
水
道

と
い
う
資
産
が
問
題
だ
と
感
じ
て

い
る
。

な
ぜ
な
ら
下
水
道
は
持
続
可
能

性
が
低
い
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

人
間
に
例
え
れ
ば
、
上
水
道
は
動
脈

で
下
水
道
は
静
脈
だ
。
そ
れ
を
人
工

的
に
作
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
人
間

の
体
な
ら
長
く
て
も
百
年
で
終
わ

る
が
、
下
水
道
は
い
っ
た
い
何
時
ま

で
続
け
る
の
か
？
今
後
の
維
持
管

理
に
も
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
だ

ろ
う
。
汚
水
処
理
の
方
法
は
何
も
下

水
道
し
か
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
技

術
革
新
に
よ
り
有
線
電
話
か
ら
携

帯
電
話
へ
移
行
し
た
よ
う
に
、

線
か
ら
点
へ
、
合
併
処
理
浄
化

槽
や
バ
イ
オ
ト
イ
レ
等
の
拠
点

処
理
も
有
効
だ
。
次
に
下
水
道

は
地
震
に
弱
く
、
特
に
液
状
化

に
よ
り
復
旧
に
莫
大
な
費
用
が

か
か
り
、
神
戸
市
は
未
だ
に
そ

の
負
担
に
喘
い
で
い
る
し
、
東

北
の
各
都
市
も
困
る
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
下
水
道
と
い
う
資
産

は
収
益
を
生
ま
な
い
。
下
水
道
会
計

予
算
に
占
め
る
使
用
料
の
割
合
は

約
30
％
し
か
な
く
、
残
り
は
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
（
雨
水
処
理

分
）や
国
の
補
助
金
と
市
債（
24
％
）

に
よ
り
賄
っ
て
い
る
。
４
月
よ
り
下

水
道
会
計
は
財
政
状
態
及
び
経
営

成
績
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
企

業
会
計
に
移
行
し
、
水
道
局
と
統
合

し
て「
上
下
水
道
局
」が
誕
生
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
よ
う
や
く
下
水
道
会

計
の
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
算
書

が
作
成
さ
れ
、
新
年
度
予
算
で
示
さ

れ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
下
水
道
に
よ

り
快
適
な
生
活
を
送
る
代
償
と
し

て
大
借
金
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

を
多
く
の
市
民
は
知
ら
ず
、
議
員
も

関
心
が
低
い
の
が
実
態
だ
。

今
さ
ら
価
値
観
を
変
え
る
の
は

大
変
な
こ
と
だ
が
、
結
局
、
昔
な
が

ら
の
汲
み
取
り
が
一
番
安
上
が
り

で
、
持
続
可
能
性
が
高
か
っ
た
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
臭
気
や
衛

生
上
の
問
題
な
ど
現
在
の
技
術
で

簡
単
に
解
決
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

公
共
下
水
道
の

功
罪
に
つ
い
て

祐介の目祐介の目

大田ゆうすけ
（福山市議会議員）

毎月 1日号に掲載

№7

「歓送迎会に最適」
アルジェント

多彩なパーティープラン
和洋折衷懐石コースなど

カープ坊や、ノンタンの
カスタネットとパズル製造

遠行工房




